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【考察】 
本研究を通して、野生での情報が少ないタイヘイヨウセイウチとシャチに関して、生物学的特性値、
特に出産間隔、妊娠期間、授乳期間、性成熟などの繁殖特性値や新生子の成長に関する詳細な情報を
得ることができ、野生個体の解剖学的研究や観察を中心とした生態研究からでは得ることが困難な情
報を補完する上で、飼育下における海産哺乳類研究が有用であることが明らかとなった。 
本研究にも用いた飼育個体のトレーニングを活用する方法は、体重、体長の計測や各部位の外部計測、
血液など標本の採取、超音波画像検査などが可能となり、個体を対象とした長期間モニタリングによ
り精度の高い研究が可能になってきている。鯨類においては、すでに同様の手法で、ハンドウイルカ
やベルーガなど数種の知見が得られているが、今後、施設数や種数、研究対象個体数を増加させた研
究を更に行い、未着手の項目も含めて精度の高い研究が実施可能と考えられる。 
飼育環境を整備し飼育技術をより向上させ、多くの個体を出生から寿命を全うするまで長期間飼育
し、この間に多くの生物学的情報を収集し、飼育下の研究をより充実させ、野生での研究を補完し、
海産哺乳類研究に寄与することが水族館の使命のひとつと考えている。 
 
 
